
（単位：百万円）

完了年度 総事業費

当初 当初

最終 最終

【全体事業概要】
離岸堤 L=220m(1基)

H18 1,540

異常気象時の高潮・波浪
等から海岸背後地の生命・
財産を守る。

H18 1,607
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・ 平成23年9月 小山浦
地区周辺の住民（150世
帯）に対してアンケート
を実施。

・安全面に関する満足
度
「満足」＋「どちらかとい
えば満足」５８％、
「不満」＋「どちらかとい
えば不満」２７％

・環境面や景観面に関
する満足度
「満足」＋「どちらかとい
えば満足」４７％、
「不満」＋「どちらかとい
えば不満」２２％

・利用面に対に関する
満足度
「満足」＋「どちらかとい
えば満足」４９％、
「不満」＋「どちらかとい
えば不満」１９％

・総合的な満足度
「満足」＋「どちらかとい
えば満足」４９％、
「不満」＋「どちらかとい
えば不満」３５％

課題・問題点
・周辺住民の方々からはアン
ケートの自由回答欄において
当該事業及び小山浦地区海岸
の現状に対して具体的に不満
な点が何点か記載されている。
具体的には堤防の老朽化対
策、大規模な津波に対する不
安、離岸堤延伸（補強）による
さらなる安全性の確保などの
意見があった。

今後の留意事項
・ 今後の海岸事業の課題とし
ては、施設の老朽化対策、大
規模な津波対策、施設機能の
確保の３点が揚げられる。老朽
化に対しては現在実施してい
る健全度評価の結果に基づく
対策工の実施を、大規模な津
波に対しては人的被害の軽減
を図る減災対策を、施設機能
の確保には適切な維持管理の
実施を、それぞれ行っていく必
要がある。

H11

海岸整備前は、高波
浪時に越波による被
害が度々生じていた
が、平成18年度の事
業完了後、多数の台
風が上陸ないし接近
したものの、当海岸で
は海岸保全施設及び
背後の施設等に被害
は発生せず、防護機
能を発揮することがで
きた。

・当海岸は離岸堤によ
る面的防護方式で越
波対策を行っており、
離岸堤整備による汀
線の維持やそれに伴
う植生等の自然環境
の保全が図られてい
る。

・当海岸に近接する河
川も含めた海域の水
質について離岸堤整
備前後の比較を行っ
たところ、離岸堤整備
による明確な傾向の
変化はみられず、当
事業の実施により周
辺環境に大きな負荷
を与えなかったものと
考えられる。

・ 地区の人口は減少
しているものの、海岸
背後には依然として
人家が密集しており、
防護の必要性は依然
として高い。
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【全体事業内容】

延長 L=1.56km
幅員 W=30.0m

H18 9,548

低騒音の機械、排出
ガスの少ない機械の
利用。舗装にリサイク
ル材を使用し、建設資
材のリサイクル化に配
慮した。

対象路線周辺での
道路事業が進められ
ている。
関連事業 環状1号

線（事業中／一部供
用済） 、 北勢バイパ
ス（事業中／一部供
用済）
対象地域周辺では、

土地開発が行われて
きた。また周辺の地価
の下落率も供用後は
改善されている。

沿道の住民を対象に
アンケートを実施し
1,585名の方から回答
を得た。
総合的な評価として
は約81％が『満足』と
の意見を頂いている。

【事業目的】
国道1号を立体交差化し、
既に2車線で立体交差と
なっているＪＲ線、近鉄線の
高架部分を含めた全線4車
線化を行い、円滑な都市交
通の確保を図ることを目的
とする。

H18 10,360
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■ 費用便益比
・B/C=1.8

■ その他の効果
・四日市東ICから、四
日市港霞埠頭方面へ
のピーク時の移動時
間が短縮された。
・国道1号との交差点
を立体化したことで、
富田山城線及び国道
1号の渋滞が緩和され
た。
・富田山城線沿線で
新たな店舗の立地が
見受けられるように
なった。また、周辺に
おいて、宅地造成や
工業団地の開発が行
われた。
・富田山城線の高架
化により、渋滞が緩和
され防災機能が強化
された。
・歩道設置により、歩
行者の安全性が向上
した。またインターロッ
キングブロック、街路
樹の設置により沿道
景観が向上した。

街路事業は、市民生活や経
済活動等に伴う交通の円滑化
を図るのみでなく、沿道の市街
地化を誘導する機能を併せ持
つなど、重要な役割を担ってい
るため、計画的な整備を推進し
ていきたいと考えています。
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【全体事業内容】

延長 L=743m
幅員 W=14.0m

H16 2,042

路盤材や側溝等にリ
サイクル材を使用し、
建設資材のリサイク
ル推進に努めた。
植樹により、良好な環
境を形成した。

本事業周辺の地価
は、平成１９年度の事
業完了後の平成２０
年度には、三重県や
亀山市全体の地価減
少率よりも低い傾向と
なっており、事業周辺
の地価の減少が抑え
られている。

地域の住民の方に当
該路線に関する意見
を得るためにアンケー
トを実施し７６７名の
方から回答を得た。
総合的な評価では、
約７２％が『満足』との
意見を頂いている。

【事業目的】
本事業は、幅員狭小区間
の拡幅や両側歩道の整備
により、都市内交通の円滑
化や歩行者空間の確保、
電線地中化による防災空
間の確保を図るものであ
る。

H19 2,013
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街路事業は都市内において実
施する道路の改築事業であ
り、市民生活や経済活動等に
伴う交通の円滑化を図るのみ
ではなく、災害時等の緊急輸送
道路としての機能強化、都市
の基盤として「まちづくり」に大
きく寄与する重要な役割を担っ
ている。
このため、今後も引き続き、こ
れら多岐にわたる事業効果を
考慮しつつ、事業箇所の重要
性、緊急性を勘案しながら、計
画的な整備を推進していきた
い。

■ 費用便益比
・B/C=1.5
■ その他の効果
・車道の拡幅により走
行性が向上し、亀山
駅や亀山市役所の位
置する亀山市中心部
と、二次救急医療施
設の市立医療セン
ターや幹線道路の国
道１号亀山バイパス
へのアクセス性が向
上した。
・当該路線は、亀山市
のコミュニティバスが５
路線運行しており、車
道の拡幅により走行
環境が改善され、バス
の走行性が向上し
た。
・当該路線沿線には、
小中学校や市役所が
位置しており、両側に
歩道が整備されたこと
で、歩行者の安全性
が確保された。
・当該路線の一部が、
第二次緊急輸送道路
に指定されており、避
難所に指定されてい
る亀山西小学校への
避難路としても活用さ
れる重要な路線とし
て、災害時に重要な
役割を担っている。
・道路幅員が１４ｍ確
保されたため延焼防
止など、防災空間とし
ての機能を備えた。
・電線共同溝の設置
により、地震等の災害
時に電柱の倒壊を防
ぎ、倒壊による通行止
めが回避され、緊急
車両のスムーズな走
行が可能となった。


